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先

月

中

旬

、

英

国

ロ

ン

ド

ン

に

あ

る

国

際

海

事

機

関

（

Ｉ

Ｍ

Ｏ

）

本

部

で

国

際

海

運

の

温

室

効

果

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

排

出

規

制

導

入

に

向

け

た

審

議

が

行

わ

れ

た

が

、

合

意

に

至

ら

な

か

っ

た

。

今

年

４

月

の

会

合

で

は

規

制

導

入

に

向

け

た

条

約

改

正

案

が

承

認

さ

れ

て

お

り

、

先

月

の

会

合

で

は

、

こ

れ

を

正

式

に

採

択

す

る

た

め

の

審

議

が

予

定

さ

れ

て

い

た

。

だ

が

、

サ

ウ

ジ

ア

ラ

ビ

ア

な

ど

産

油

国

に

加

え

、

米

国

の

強

い

反

対

に

よ

り

、

最

終

日

の

採

択

審

議

に

至

ら

ず

、

会

合

を

１

年

延

期

す

る

こ

と

が

決

ま

っ

た

。

　

合

意

に

至

ら

な

か

っ

た

背

景

と

し

て

二

つ

の

要

因

が

あ

る

。

一

つ

目

は

、

経

済

的

な

影

響

を

懸

念

す

る

声

が

大

き

か

っ

た

点

。

条

約

改

正

案

で

は

重

油

に

対

す

る

賦

課

金

と

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

の

低

い

代

替

燃

料

に

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

を

与

え

る

と

の

大

枠

は

定

ま

っ

て

い

た

が

、

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

の

具

体

的

内

容

や

各

燃

料

の

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

な

ど

詳

細

は

採

択

後

の

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

の

審

議

に

委

ね

ら

れ

て

い

た

。

産

油

国

は

、

規

制

に

よ

る

経

済

的

影

響

の

大

き

さ

が

明

ら

か

で

は

な

く

、

制

度

詳

細

も

定

ま

っ

て

い

な

い

と

し

て

、

不

完

全

な

状

態

で

の

採

択

に

強

く

反

対

し

た

。

ま

た

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

や

バ

イ

オ

燃

料

な

ど

過

渡

期

に

使

わ

れ

る

燃

料

へ

の

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

が

弱

い

点

も

問

題

視

し

た

。

　

二

つ

目

は

、

米

国

ト

ラ

ン

プ

政

権

に

よ

る

強

い

反

対

姿

勢

で

あ

る

。

同

政

権

は

会

合

に

先

立

ち

、

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

の

低

い

「

高

価

な

燃

料

」

の

使

用

を

求

め

る

規

制

は

中

国

を

利

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

、

米

国

が

主

導

す

る

Ｌ

Ｎ

Ｇ

や

バ

イ

オ

燃

料

な

ど

「

実

績

の

あ

る

技

術

」

が

排

除

さ

れ

、

賦

課

金

に

よ

る

米

国

市

民

の

コ

ス

ト

負

担

が

大

き

く

な

る

こ

と

に

強

い

懸

念

を

示

す

と

と

も

に

、

採

択

を

支

持

す

る

国

へ

の

報

復

措

置

も

示

唆

す

る

声

明

を

発

表

し

た

。

　

結

果

的

に

、

採

択

審

議

を

延

期

す

る

こ

と

が

賛

成

多

数

で

決

ま

っ

た

が

、

今

回

の

先

送

り

は

わ

が

国

を

含

め

、

次

世

代

燃

料

船

の

開

発

や

代

替

燃

料

の

供

給

イ

ン

フ

ラ

整

備

に

取

り

組

む

国

々

に

と

っ

て

は

期

待

外

れ

の

結

果

で

あ

り

、

パ

リ

協

定

の

目

的

達

成

に

向

け

た

国

際

海

運

の

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

削

減

努

力

に

水

を

差

す

も

の

で

あ

る

。

　

一

方

、

規

制

の

実

施

と

い

う

観

点

か

ら

見

れ

ば

、

主

要

国

が

対

立

し

た

状

態

で

の

採

択

は

必

ず

し

も

望

ま

し

い

こ

と

で

は

な

い

。

Ｉ

Ｍ

Ｏ

の

規

制

は

、

旗

国

に

よ

る

自

国

船

舶

へ

の

ル

ー

ル

適

用

に

加

え

て

、

寄

港

国

が

船

籍

の

差

別

な

く

違

反

船

舶

を

拘

留

す

る

ポ

ー

ト

・

ス

テ

ー

ト

・

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

（

Ｐ

Ｓ

Ｃ

）

に

よ

っ

て

全

世

界

的

な

統

一

ル

ー

ル

の

適

用

が

可

能

と

な

る

。

仮

に

主

要

国

が

対

立

し

た

ま

ま

条

約

改

正

案

を

採

択

し

、

反

対

国

が

受

諾

を

拒

否

し

た

場

合

、

Ｐ

Ｓ

Ｃ

に

よ

る

条

約

ル

ー

ル

の

適

用

が

実

効

的

な

形

で

な

さ

れ

な

く

な

る

恐

れ

が

あ

る

。

そ

う

な

れ

ば

規

制

の

抜

け

穴

が

生

じ

、

公

平

な

競

争

条

件

が

確

保

さ

れ

な

く

な

る

。

世

界

各

地

で

運

航

さ

れ

る

外

航

船

を

対

象

と

し

た

Ｇ

Ｈ

Ｇ

プ

ラ

イ

シ

ン

グ

を

導

入

す

る

場

合

、

主

要

国

を

含

む

広

範

な

国

々

の

合

意

に

基

づ

く

執

行

体

制

の

構

築

が

必

要

に

な

る

の

で

あ

る

。

　

１

年

後

に

再

開

予

定

の

審

議

で

合

意

を

得

る

た

め

に

は

、

対

立

の

根

底

に

あ

る

懸

念

を

相

互

に

理

解

し

、

妥

協

点

を

見

出

す

た

め

の

協

議

が

必

要

と

な

る

。

現

在

の

国

際

情

勢

の

下

で

は

容

易

な

こ

と

で

は

な

い

か

も

し

れ

な

い

が

、

共

通

利

益

の

実

現

を

図

る

上

で

は

避

け

て

通

れ

な

い

道

と

い

え

る

。


